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作成：今田克己

開催日時 17:00～18：30　（予定）

講　　師 花市　岳　（ICPPJ会員） 出席者（敬称略・順不同）

内　　容

【講師プロフィール】

花市　岳　氏      フタムラ化学（株）　中部統括　開発グループ  グループリーダー

(写真等)

講義の
状況

　　　　　日本包装専士会関西委員会セミナー報告書

包装材料は今、岐路に立っています。環境か、内容物保護か、どちらを優先するのか、はたまたこれ
に石油危機が加わって、今や世間から厄介者扱いされる世界代表選手です。その中でも特に複雑怪
奇で厄介なのがフィルム包装、すなわち軟包装です。リサイクルはしにくい、保存性には工夫がいる、
破れないようにすると過剰包装といわれ、常に気を使わなくてはいけません。そこで今回はこれから
の軟包装の方向性を考えていく上で包装フィルムの世界を一から振り返りたいと思います。知ってい
るようで知らないこともあると思いますので、軟包装を自分の言葉で誤解のないよう自信をもって他人
に話せるように理解が深まる講演にしたいと思っております。

2026年6月30日

テーマ名
（見学会）

原点に立ち返ろう「包装フィルム」の
世界
 軟包装は現代の厄介者か!?

【ICPPJ関西リアル】　今田克己、小谷聖、堤正一、國重衛、
　　　　　　　　　　　　　　岡美奈
【ICPPJ専士会Web】　平田達也、大金正明、高橋裕美、
　　　　　　　　　　　　　　矢田修一郎、平川真一
【ICPPJ新入会員Web】　中川智博、


